
【令和４年度研修】 

第１回小学校国語科研修（Ｒ４.７.28）   ※宮城県総合教育センターとの共催 

講   義 「指導と評価の一体化」に向けた学習評価の在り方 

講義・演習 「指導と評価の一体化」に向けた授業づくりの実際 

文部科学省 教科調査官 大塚 健太郎 氏 

 午前の講義では，小学校国語科の目標につ 

いて改めて確認していただき，「目指すべきは 

資質・能力の育成」であることをお話しいた 

だきました（図１）。 

 午後の講義・演習では，午前の講義を踏ま 

え，「くらしの中の『和』と『洋』について調 

べよう」の単元について学習指導案を作成し 

ました。大塚調査官からは『「指導と評価の一 

体化』のための学習評価に関する参考資料」に 

掲載されている国語科授業を構想する流れに沿って，具体的な助言をいただきました。 

第２回小学校国語科研修（Ｒ４.９.21） 

実践発表  国語科における１人１台端末の活用 

         仙台市立向山小学校 教諭 本田 力哉 

実践発表  国語科授業の基礎基本（読むこと） 

        仙台市立国見小学校 教諭 須藤 なるみ 

講  義  小学校国語科における資質・能力の育成 

                   仙台市教育センター 指導主事 相澤  遼 

 本田先生の実践発表では「町の未来をえがこう」の単元において，町づくりの事例を探し

てまとめる枠を Googleスライドで作成し，児童に課題として配付して活用させていました。 

 須藤先生の実践発表では「読むことの指導における音読の取り入れ方」について，「何の

ための音読なのか，あらかじめ子供たちに示す」ことや「45 分の授業時間でパターンを変

えて何度も音読する」ことなどを行っていました。 

〔アンケートより〕 

○本田先生，須藤先生の実践発表から，国語科授業づくりの基礎に立ち返って考えることが 

 できましたし，またすぐに使える実践のポイントを具体的に教えていただいたのでため 

 になりました。 

○相澤先生の講義を通して，国語科の資質・能力の育成のための①輪読による読書会，②焦 

 点化の演習をやらせていただきました。先生方の教材の見方・考え方が自分にない視点で 

 教材を読み取っていて，教材への理解を深められたと同時に当教材への面白さを味わう 

 ことができました。 

    図１ 小学校国語科の目標について 
       ※大塚調査官の講義資料から引用 

https://drive.google.com/file/d/1VlRI23vU4NttMQmgXha7UwZve2hBP-jD/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1VlRI23vU4NttMQmgXha7UwZve2hBP-jD/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1mT8cEc685dZlRaDndxF8Wx9ahrC8R6N8/view?usp=share_link


 

中学校国語科研修（Ｒ４.７.15）     ※宮城県総合教育センターとの共催 

 

＜午前の部＞ 

講義・演習 「書くこと」の学習指導における「言葉による見方・考え方」 

～言葉に着目し，言葉への自覚を高める学びの実現のために～ 

宮城学院女子大学  教 授 豊澤 弘伸 氏 

昨年度から，国語科の領域ごとの特徴を踏まえた

「言葉による見方・考え方」について研修を行ってい

ます。豊澤先生からは，「書くこと」の学習指導につ

いて，「読むこと」の指導とも関連付けながらお話し

していただきました。 

その後，目標と評価規準，ＩＣＴの効果的な活用，

言語活動の三つの視点から，課題と感じていることや，工夫して取り組んでみたこと

など，受講者同士の情報交換を行いました。 

 

＜午後の部＞ 

講   義  中学校国語科における指導と評価の一体化 

～学習の基盤としての情報活用能力育成の視点を踏まえて～ 

文部科学省 教科調査官 鈴木 太郎 氏 

鈴木調査官からは，国語科の指導と評価の一体化を

進めていくうえで大切なポイントを御講話いただくと

ともに，知識・技能と３領域の指導の関連や，ICTの

活用事例等についてお話ししていただきました。特に

評価においては,「Bと判断する状況」を具体的に想

定することが，適切な指導や授業改善につながってい

くということを学びました。 

 

〔アンケートより〕 

〇国語科における「言葉による見方・考え方」について改めて明確に捉え直すことがで

きた。 

〇国語科の見方・考え方を働かせる指導や，「書くこと」の指導の具体的な実践につい

て知ることができた。また，指導と評価の一体化についての具体例を知ることができ

た。 

 



国語科研修（Ｒ４．11．18） 

講義・演習 「小・中・高の接続を踏まえた国語科の授業の在り方」 

東北学院大学 教授 渡辺 通子 氏 

 国語科の授業づくりにおける小・中・高の連続性について，学習指導要領と照らし合わせ

ながら御講義いただきました。 

〔アンケートより〕 

〇普段は他校種の学びについて意識することはありません 

が，縦の系統について話を聞き，小学校で身に付けたこ 

とが中学，高校，大学での学びとどのようにつながって 

いくのかを知ることができました。 

〇カリキュラムマネジメントを行う際に，学年の縦の系統 

を意識したり，教科を横断的に捉えたりし，それを職員 

で共有するようにしたいです。 

 

司書教諭・学校図書事務員研修（Ｒ４.12.９） 

講義・演習 

「小・中・高等学校における授業支援の在り方，司書教諭と学校図書事務員の協働 

～１人１台端末の活用を踏まえ，情報活用能力の育成を目指した 

学校図書館の運営について～」 

立教大学 講師 中山 美由紀 氏 

 今年度は，小・中学校，高等学校の司書教諭・学校図書事務員が一緒に受講しました。 

校種を超えて，発達段階に応じた学校図書館の在り方や，１人１台端末を活用した授業支

援の事例等を御紹介いただきました。 

〔アンケートより〕 

〇デジタルかアナログかの一択ではなくどちらも，そして複数の情報の中から選び取っ

ていく力が必要なのだと思った。 

〇活気のある図書館の在り方や作り方など，たくさんのヒントを学ぶことができた。 

〇図書館内の図書資料の現状を把握し， 

活用できる図書館にするために，デ 

ータの蓄積をするとともに，年間計 

画を見直したいと思います。子供た 

ちが主体的に学べるよう，情報共有 

していきたいと思います。 


